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【方法】 2005年 1月 1日から 2007年 12月 31日までに、横浜市立大学外科治療学教室関






【結果】 観察期間中央値は 65.6ヶ月で、再発は 274例に認め、その内訳は局所再発のみ
が 128例、遠隔転移（＋局所再発）が 146例であった.全症例での解析では、術後 6-8か月
時点で最大のピーク、術後 22-24か月で 2度目のピークを示す 2峰性曲線が認められた.性













り、特に乳癌の分野では再発メカニズムの説明に tumor homeostasis、tumor dormancy、
surgery related enhancement of metastasis growth 等の概念が用いられている











見には、男性は術後 8-10か月をカバーするよう術後 1年目に、女性は術後 22-24か月をカ
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